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中期経営目標

№ 三つの柱 基本施策 今年度学校で重点を置く「具体的施策」
（令和７年度までの

３年間）
取組指標 成果指標 取組 成果 評価 コメント

1 Ⅰ　健全育成 個性を認め合う教育の推進 人権教育の推進

　人権尊重の理念に基づ
き、全ての教育活動を通
して「相手を思いやる心」
「自他の生命や人権を尊
重する心」など、心の教
育の充実を図る。

教職員の十分な取組
４：９０％
３：８０％
２：７０％
１：７０％未満

児童及び保護者アンケー
ト「学校は楽しい」の肯定
的評価
４：９０％　３：８０％
２：７０％　１：７０％未満

4 4 3.67
　児童の「学校は楽しい」の肯定的評価は９０％、保護者の「楽しみに登校して
いる」は９０％であった。
　今後も人権尊重の理念に基づき、全ての教育活動を通して「相手を思いやる
心」「自他の生命や人権を尊重する心」など、心の教育の充実を図る。

2 Ⅰ　健全育成
規範意識や他人への思いやりな
ど豊かな心を育む教育の推進

自己肯定感・自己有用感の醸成
　道徳及び特別活動を中
心とした授業及び教育活
動の改善を推進する。

教職員の十分な取組
４：９０％
３：８０％
２：７０％
１：７０％未満

児童「仲の良い友達がい
る」保護者「心の豊かな
子の育成」の肯定的評価
４：９０％　３：８０％
２：７０％　１：７０％未満

3 4 3.5
　児童の「仲の良い友達がいる」の肯定的評価は９８％、保護者の「互いに認め
合い自他を大切にする指導を行っている」は８７％であった。
　今後も道徳及び特別活動を中心とした授業及び教育活動の改善を推進す
る。

3 Ⅰ　健全育成 いじめ問題への対応 教育相談体制の充実

　いじめの未然防止と早
期発見及び対応のため
の組織的な指導・対応体
制を確立する。

教職員の十分な取組
４：９０％
３：８０％
２：７０％
１：７０％未満

児童「友達に嫌なことをし
ていない」「嫌なことをさ
れていない」の肯定的評
価
４：９０％　３：８０％
２：７０％　１：７０％未満

4 3 3
　児童の「友達に嫌なことをしていない」は９２％、「嫌なことをされていない」は８
５％であった。
　今後もいじめの未然防止と早期発見及び対応のための組織的な指導・対応
体制を確立する。

4 Ⅰ　健全育成
生涯にわたって育む健やかな体
づくり

体力向上に関する指導の充実

　継続的な体力づくりの
習慣の形成と、健康や体
力づくりに関する意欲を
高める体育指導を推進
する。

教職員の十分な取組
４：９０％
３：８０％
２：７０％
１：７０％未満

児童アンケート「すすんで
運動や外遊び」保護者
「丈夫な子の育成」の肯
定的評価
４：９０％　３：８０％
２：７０％　１：７０％未満

4 3 3.5
　児童の「学校ですすんで運動や外遊びをしている」の肯定的評価は８４％、保
護者の「運動に親しみ健康に生活する指導を行っている」は９1％であった。
　今後も継続的な体力づくりの習慣の形成と、健康や体力づくりに関する意欲
を高める体育指導を推進する。

5 Ⅱ　学力向上 確かな学力の育成
基礎的・基本的な学力の定着と
学ぶ意欲の向上

　カリキュラムマネジメン
トを推進し内容の精選を
行うことで指導時数を確
保し、基礎的・基本的な
知識･技能の確実な習得
を目指す。

教職員の十分な取組
４：９０％
３：８０％
２：７０％
１：７０％未満

児童アンケート「授業の
内容はよく分かる」保護
者「分かりやすい授業」
の肯定的評価
４：９０％　３：８０％
２：７０％　１：７０％未満

2 4 3.5

　児童の「授業の内容はよく分かる」の肯定的評価は９３％、保護者の「分かり
やすい授業を行っている」は８９％であった。学校の取組としては、タブレットの
活用について教職員の自己評価が低かった。
　今後もカリキュラムマネジメントを推進し、内容の精選を行うことで指導時数を
確保し、基礎的・基本的な知識･技能の確実な習得を目指す。また、家庭への
持ち帰りも含めてタブレットの活用をさらに推進する。

6 Ⅱ　学力向上 確かな学力の育成
基礎的・基本的な学力の定着と
学ぶ意欲の向上

　算数科での習熟度別指
導において、児童の習熟
度に応じた指導内容を工
夫し、個別指導を充実さ
せる。

教職員の十分な取組
４：９０％
３：８０％
２：７０％
１：７０％未満

第６学年の全国学力調
査における算数の平均
正答率
４：７０％　３：６０％
２：５０％　１：５０％未満

3 3 3.4
　算数について、全国学力調査の平均正答率は63％（全国の正答率は６
2.5％）であった。領域別では、図形についての正答率が低かった。
　今後も算数科での習熟度別指導において、児童の習熟度に応じた指導内容
を工夫し、個別指導を充実させる。

7 Ⅱ　学力向上 確かな学力の育成
言語活動の充実によるコミュニ
ケーション能力の育成

　各教科において、話合
い活動を十分に取り入れ
るとともに、児童が伝え
合う活動に重点を置いて
児童の表現力の育成を
図る。

教職員の十分な取組
４：９０％
３：８０％
２：７０％
１：７０％未満

児童アンケート「思いや
考えを人に伝えられる」
保護者「よく考える子の
育成」の肯定的評価
４：９０％　３：８０％
２：７０％　１：７０％未満

4 3 3.33
　児童の「思いや考えを人に伝えられる」の肯定的評価は７９％、保護者の「す
すんで考え表現する指導を行っている」は９２％であった。
　今後も各教科において話合い活動を十分に取り入れ、児童の表現力の育成
を図る。

8
Ⅲ　教育環境の整
備

安全・安心な学校づくり 組織体としての学校機能の強化

　生活指導部を中心に、
学校生活と登下校時の
安全、給食アレルギー対
応及び新型コロナ感染症
対策の推進を図る。

教職員の十分な取組
４：９０％
３：８０％
２：７０％
１：７０％未満

昨年度の学校でのけが
による病院受診件数に対
して
４：９０％　３：100％
２：110％　１：110％以上
給食アレルギー事故０件

3 3 3.33
　昨年度の学校でのけがによる病院受診件数に対して、今年度の件数はほぼ
同数であった。給食アレルギー事故は０件であった。
　今後も生活指導部を中心に、学校生活と登下校時の安全、給食アレルギー
対応及び新型コロナ感染症対策の推進を図る。

9
Ⅲ　教育環境の整
備

特別支援教育の充実 特別支援教育の充実

　一人一人の児童の個
性や特性に応じた指導方
法及び内容を工夫し、学
校全体で適切な支援と指
導を共有する。

教職員の十分な取組
４：９０％
３：８０％
２：７０％
１：７０％未満

児童アンケート「困ったと
きに相談できる人が学校
にいる」の肯定的評価
４：９０％　３：８０％
２：７０％　１：７０％未満

4 4 4
　児童アンケートで、「困ったときに相談できる人がいる」の肯定的評価は９２％
であった。
　今後も一人一人の児童の個性や特性に応じた指導方法及び内容を工夫し、
学校全体で適切な支援と指導を共有する。

10
Ⅲ　教育環境の整
備

各学校におけるカリキュラム・マ
ネジメントの推進

地域や外部人材を生かした体験
活動の充実

　特色ある教育の実現に
向け、地域や外部人材の
学校教育への参加を推
進し、体験活動を充実さ
せる。

教職員の十分な取組
４：９０％
３：８０％
２：７０％
１：７０％未満

保護者アンケート「期待し
ている水準の教育ができ
ている」の肯定的評価
４：９０％　３：８０％
２：７０％　１：７０％未満

4 3 3.83
　保護者アンケートで、「期待している水準の教育がなされている」の肯定的評
価は８５％であった。
　今後も特色ある教育の実現に向け、地域や外部人材の学校教育への参加を
推進し、体験活動を充実させる。

【成果】○一人一人を大切に、温かく丁寧な指導をすることにより、児童同士の人間関係が安定し、不登校やいじめ、学校での大きなけが等の件数が減少した。
　　　　 ○国語「話す・聞く」の校内研究により、教師の指導力が向上したことで、児童が自分の思いを進んで表現しようとする姿が見られるようになった。
【課題】○児童が様々な場面でより主体的に学習や活動に取り組むように、指導や活動をさらに工夫する必要がある。そのために、教師の指導力向上の方策として、さらにＯＪＴの充実を図っていく。
　　　　 ○保護者や地域から信頼される開かれた学校づくりのために、学校行事や保護者参観等、教育活動の公開方法や情報発信を工夫する必要がある。

　感染症対策の緩和に伴
い、障害理解教育や特支
学級との交流学習等を含
めた人権教育年間指導
計画の実施と充実

(1)児童の「学校は楽しい」と保
護者の「楽しみに登校している」
が同じなのは親子の関係がよい
のだろうと安心した。1割が｢楽し
くない｣と感じているのは多いと
思う。
(2)児童同士の思いやりのある行
動がよく見られた。休み時間も
校庭での活発な遊びや運動が
見られた。
(3)「自分が嫌なことは友達にし
ない」という考え方を徹底してほ
しい。
(3)いじめ問題では、学校で「言
葉の意味、言葉が持つ力」につ
いて指導していると思うが、改善
できないのは、加害者側の心に
伝わっていないのだと思う。そう
いう児童に対して、学年だけの
問題ではなく学校全体の問題と
して取り組んでほしい。
(3)多少はどこにでもあることで、
お互いの気持ち次第でこの％は
よいと思う。
(4)思い切り遊べる公園がなく
ゲームが流行っている世の中、
運動や外遊びは大切である。

(5)全校のどの学級も授業に集
中して取り組む姿が見られる。
(5)壁に貼ってある作品等の掲示
物がバリエーション豊かでよい。
(5)経営目標をもう少し具体的に
すべきではないか。日常の授業
に結び付いた目標でありたい。
(7)小さいうちから人前で話せ
る、伝えることは大人になって自
信に繋がるので大事だと思う。
(7)小さい時から人の前で自分の
意見を言う経験は将来役立つと
思う。
(7)コミュニケーション能力や表現
力にはまだ伸びしろがあるよう
に見える。

(8)感染症の流行の影響もあると
思うが、保健室の利用状況か
ら、体調不良の児童が若干多い
ことが気になる。
(8)いじめは学校だけの問題では
なく家庭でも普段から「言葉の意
味や言葉の力」を伝えて「共育」
していかなくてはいけないと思
う。学校と保護者の繋がりを強
化し、「共育」していくことが改善
の近道ではないか。
(9)一人一人の子供に合った指
導がなされ、幸せだと思う。
(9)運動会で特別支援学級の児
童も一緒に発表したり走ったりし
ていて、「他の子と違っていい」
思いやりの心を育んでいること
を嬉しく思った。
(10)学校の指導も大事だが、低
学年のうちは子供と一緒に遊ぶ
親の気持ちが大事だと思う。
(10)外部人材を生かした体験活
動や学習は、生きる力の育成や
豊かな人間性の形成に役立つと
思う。

　ＯＪＴや相互参観等によ
る教員の道徳授業力及び
児童理解力の向上
　児童の人間関係形成能
力の育成・道徳的心情及
び判断力・実践力の育成

　学校生活アンケート等
によるいじめの早期発見
と対応
　いじめ総合対策（第2
次）を活用したいじめ防止
授業の実施

　体育授業の充実と運動
遊びの奨励
　児童の体力・運動能力
の実態に即した、重点的
な取組の工夫

　各学年の教育活動にお
ける外部人材や地域の教
材の積極的な活用

　国語を校内研究教科と
して年４回の研究授業と
計画的な年間指導の充
実
　学年の発達段階に応じ
た授業及び家庭学習での
タブレットの活用

　朝のモジュール学習で
の東京ベーシックドリルの
活用及び到達度の検証と
指導の改善
　エデュケーションアシス
タント等の人材を活用して
の個別指導

　国語の校内研究を中心
とした対話活動の充実
　「話す、聞く、発表、記
録、要約、報告」の力を高
める学習の充実

　月１回の安全指導と安
全点検の確実な実施、事
故やヒヤリ事案があった
際の確実な対応と再発予
防、家庭・地域との連携

　特別支援校内委員会を
活用した対象児童の把握
　保護者、ＳＣ、関係機関
との支援の連携

令和５年度　東久留米市立 学校評価報告書

前年度までの学校経営
上の成果と課題

東久留米市第２次教育振興基本計画 自己評価

学校教育目標

教
育
ビ
ジ

ョ
ン

○子供たちが安心して通うことができ、楽しさや喜びがたくさんある学校
　・挨拶が行き交い、子供たちの笑顔があふれる学校　　・保護者、地域と子供を共に育てる（共育）学校

○共に学び認め合い、主体的に行動する子供
　・自ら考えたり判断したりして、伝え合いながら学ぶ子供　　・自他のよさや違いを認め合い、自分や友達を大切にする子供　　・心身の健康や安全に留意し、粘り強く取り組む子供

○一人一人を大切に、明るく温かく、足並み揃えた指導をする教師
・子供たちに愛情をもって丁寧な指導をする教師　　・指導力と児童理解力の向上を目指して学び続ける教師　　・教育公務員の自覚をもち、服務の厳正に努める教師

短期経営目標 評価指標・評価基準 学校関係者評価
次年度の方策

（１年間）

〇よく考える子
〇心の豊かな子（今年度重点目標）
〇じょうぶな子


